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２００１年１２月２１日（金）午後５時半から８時まで、東京代々木上原のイスラーム教モスク、東京ジャーミィに

て、第６回ＳＧＲＡフォーラム「日本とイスラーム：文明間の対話のために」が開催されました。参加者は、まず、ＳＧ

ＲＡ研究員で東京ジャーミィ副代表のセリム・ギュレチさんの案内で、礼拝堂を含む施設の見学をしました。その

後、１階の多目的ホールにて、東京ジャーミィ代表のジェミル・アヤズ様とＳＧＲＡを代表して今西から挨拶があり、

次に、ギュレチ氏より、９月１１日のテロ事件後、たくさんの報道人がインタビューにやってきたが、イスラームにつ

いて極めて限定的な知識しかもっていなかった。そこで「日本人の皆さんが人間を磨くために考えることは、ほぼ

イスラームの基本的な概念をなしている」と申し上げた、という短いコメントが披露されました。 

 

 

講演会では、日本のイスラーム学の権威、東京大学名誉教授の板垣雄三先生のお話を伺いました。先生は、

まず、日本はイスラームを遠ざけて見ようとし、イスラーム世界は日本に親近感を抱いているが、何故そうなった

のかという問題を提起されました。イスラームは、本来、宗教や文化の異なる多様な人々が共生し取引する「都

市」を生きる生き方を教えてきた。このイスラームの多元主義的普遍主義に対して、欧米は、欧米対イスラームの

対立にこだわり、イスラームを敵と決め付ける文明衝突論の伝統を抱えてきた。イスラーム世界の人々にとって

は、欧米諸国に双肩する日本は憧れでもあり親しみも感じている。 

一方、欧米のメガネを借りた日本人のイスラーム観は、しばしばこの思いを裏切る。正倉院御物の中にも見出さ

れるように、日本とイスラーム世界との繋がりは非常に古い。また、現在の日本人は、日本の経済的繁栄の土台

である化石燃料が、あたかも自動的にもたらされたもののように勘違いしている。日本社会は、イスラーム世界の

日本に対する好意的な心情が、日本にとってかけがえのない資産だということに気づかなければならない。 

イスラーム文明は、近代欧米文明の源泉である。日本の知識人がイスラームへの無知を口にするのは、実は

よく知っていると思っている欧米への無知を告白しているにすぎない。世界人類を巻き込む現在の危機において、

日本は欧米を通したイスラーム観から離脱し、日本独自の役割を演じなければならない。「多元的な都市」を生き

るイスラーム文明本来のメッセージを評価して、イスラーム世界と文明的協力を進めていかなければならない、と

訴えられました。

 

その後、限られた時間でしたが、板垣先生とセリムさんのおふたりに対して、質疑応答が行われました。そして、

トルコ料理の懇親会においても、おふたりの講師の先生は、参加者の熱心な質問に答えていらっしゃいました。雪

まじりの雨が降る生憎の天気でしたが、トルコのお茶サーラップに始まったＳＧＲＡフォーラムに参加した７６名の

参加者は、温かくて明るいモスクの中で、イスラームの夕べを楽しみました。 

（文責 今西）
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第６回 SGRAフォーラム 

日本とイスラーム 
―文明間の対話のために― 

 
 

日時：2001年 12月 21日（金）17:30～20:00 
会場：東京ジャーミィ１階多目的ホール 

 
 

プログラム 
 
 

■挨拶：東京ジャーミィ代表 ジェミル・アヤズ 
 

■挨拶：東京ジャーミィ副代表 セリム・ユジェル・ギュレチ 
 

■ゲスト講演：日本とイスラーム－文明間の対話のために－ 

東京大学名誉教授 板垣雄三 

 
■フロアーとの質疑応答 

 
■講師略歴 
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ご挨拶 

 
 

東京ジャーミィトルコ文化センター 

ジェミル・アヤズ代表 
 
 
板垣先生ならびにお集まりの皆様、このような有意義な機会を持ってこの東京ジャーミィトルコ文化セン

ターにお出でいただきありがとうございました。 
私はご挨拶、そして日本に来てから感じていることを述べたいと思います。私は、ここに来るまで世界の

色々な国に赴任してきました。日本に勤務することになりまして、1 年ともう少し経っているのですが、日
本の印象は、私がいた世界のほかの色々な国に比べて大変違っています。それは、今まで、他の国に勤務し

ていた時には、礼拝堂に来ている人たちは、参詣の人たちが多かったのですが、なぜか日本は逆で、礼拝に

来る人よりは、見学にいらっしゃる方々のほうが多い。(笑い) 
しかしこれが良い機会で、私も日本の文化を知ることが出来ますし、たくさんの仲間を増やしていくこと

ができ、非常に楽しい日々を送っています。 
この集まりを機会に、友達を作り、友達の輪を広げていきたいと思います。 
本日はどうも有り難うございました。 
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セリム・ユジェル・ギュレチ副代表 
 
 
９．１１事件が起きて、次の日の朝ここに来た時

には、この建物（このあたりでは比較的大きいので

すが）の周りは報道人で一杯になっていて、駐車場

に車を置き、こちらの方に回る間に、たくさんの人

に名前を聞かれ、マイクが向けられて「どうなりま

すか」「事件がおきてどう思いますか」という質問を

受けました。みんなに対応する資料がないので、1
日に 10～15 人の報道人を迎え、ほぼ 2 週間、こち
らに見えた方と話をしましたが、「日本の報道の

方々は、何かステレオタイプのイスラーム教徒があ

ると思い込んでしまっていて、また、ステレオタイ

プのイスラームがあると勘違いしているところがあ

る」と感じました。それと同時に、イスラームとい

うものは一体どういうものであるかという事は全然

把握しないで、すぐに、事件に関わっている、或い

は、その疑いが掛けられている人は「イスラーム教

徒」であったということだけを取りあげて、「やはり

そうだったんだ」という論調で、今回の事件、その

前のエジプトの遺跡の観光客襲撃事件、それらすべ

てを宗教学的に取り扱ってしまう。すべての責任を

イスラームの方にというような流れがありまして、

非常に不愉快に思いました。それで、私は訪問の報

道人に対して、「イスラームはどういうものですか、

イスラームの基本的な考え方、イスラームについて

思っていることがあったら２～３言ってください」

とお願いしました。殆どの新聞記者にそういう質問

をしましたが、大体の方がイスラーム教に関して仰

ったことは「1 日何回か礼拝するだろう、それから
豚肉は駄目だ、それから御酒もだめだ」という 3つ
ぐらいしかありませんでした。そこで、私は次のよ

うに申し上げました。イスラームはそれだけではな

くて、人間が、或いは日本人が日本人として、「良い

人間とはどういうものであるか」と言う質問に対し

て、いくつかの答えがかえってくると思いますけれ

ども、「人間というものをより良く磨く、また、より

良い人間を教育する過程で、一般の、ごく一般の、

日本人の方々が言ってくださることは、ほぼイスラ

ームの基本的な概念をなしている」と。 
ここで、マイクを板垣先生にお渡ししたいと思い

ます。その中味については板垣先生が十分ご説明し

てくださると思います。どうもありがとうございま

した。 
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ゲスト講演 

 

日本とイスラーム 
―文明間の対話のために― 

 
東京大学名誉教授 

板垣雄三 
 

 
 板垣でございます。皆様こんばんは。今日は、関

口グローバル研究会にお招き頂き、お話をする機会

を与えられまして本当にありがとうございます。そ

してまた、この東京ジャーミィという場で、イスラ

ームについて私の考えておりますことをお話させて

いただくということも、これまた光栄なことである

と考えております。 
 私は、今日、題としては『日本とイスラーム：文

明間の対話のために』という題を掲げさせていただ

きましたが、今、セリムさんのお話にもありました

ように、9月 11日の事件後、ことに、日本の社会の
中でイスラームに対する関心が一挙に高まったわけ

です。しかし、その関心の持ち方には、非常に問題

があると感じております。日本では、イスラームは、

先ほどの話にもありましたように、戒律厳しい宗教、

個というものを抑圧する集団主義あるいは全体主義

の、そういう宗教なのではないかというイメージが

先行しています。とくに、女性にはことさら厳しく、

女性をもっぱら家の中に閉じ込め、外ではベール着

用を強制して、一人前の人間とは扱わない、男性優

位の宗教ではないかというイメージもあります。さ

らに、イスラームはテロリズムの宗教ではないか、

イスラーム教徒はテロに走る傾向がある人たちでは

ないか、という見方も、たえず付きまとうようなこ

とになってしまっているわけです。 
 
私は、イスラーム教徒の色々な社会に接し、とも

に生活もし、観察する機会もたくさん持ってまいり

ましたが、世界の宗教を見渡してみて、恐らく人間

一人一人が一番自由に振る舞うことができ、制約や

戒律の少ない宗教は、イスラームではないかと思っ

ています。宗教は、所詮は、一人一人の心の問題で

あります。イスラーム教徒は、他の人に「ああしな

さい、こうしなさい」といったことを、全く言わな

い。隣の人や他の人の魂の問題を心配してあげると

いう、いわばお節介をやかないのです。結局一人一

人の問題だという立場、その個人主義が徹底してい

る、そういう宗教だと感じております。 
 

 

 
 先ほど女性の地位に触れましたが、預言者ムハン

マドがマディーナ（メディナ、現在サウジアラビア

の都市）を中心にイスラームの国を築いたとき、ど

んな新しい社会が生まれたのかということをお話し

しましょう。周りと比べて、この新しいイスラーム

教徒の社会で、一番目立つことは、女性の遺産相続

権を法的に確立したことです。この場合あの場合と
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様々なケースに応じて、女性の遺産相続権をしっか

りと規定しました。また、女性が法廷や社会生活の

場で証人として立つこともできるようになった。こ

のような社会の出現こそ、イスラームの成立だった

のです。西暦紀元 7世紀初め、日本で言えば聖徳太
子の時代に、イスラームは世界でもっとも先進的に

女性の遺産相続や証言の権利を打ち立てた。このこ

とからすると、イスラームが女性に抑圧的な宗教だ

という話をそのまま信じていいでしょうか。 
 

 

 
 この例からしても、私達が抱いているイスラーム

像には、よく考えてみると、実はおかしなことがい

ろいろあると思います。日本では、イスラームとい

うと、それは砂漠の遊牧民の宗教だろうといった、

そんなイメージがあります。「目には目を、歯には歯

を」という式で、「私達の常識を越えた」「とても私

達の物差しでは計れない」・・・そんな異質な人々の

宗教と突き放して考えようとする傾向があるのです

が、私は、これはまるきり、100 パーセント間違っ
ていると考えます。 
 もしイスラームを特徴付ける目印を探すならば、

遊牧とか砂漠ではなくて、むしろ「都市」なのです。

人間をいかに都市化するか、いかに都市人間をつく

り出していくかがイスラームの関心事であり、イス

ラームは人間がいかに「都市」を生きるかを教える

ものと見られるのです。都市とは、文化の異なる多

様な人々が集まってきて、出会い、住み合わせ、取

引をする場です。異質の人々が混じり合って共生す

る、そういう「都市」的な場をいかに創り、そこで

いかに正しく生きるかという課題が、イスラームの

教えの中心にある。私は脇から研究して、そういう

風に考えるようになっております。 
 
 今日、皆様は、東京ジャーミィを訪れ、この建物・

施設を見学し、そしていろいろな瞬間に、これは凄

い、一つの立派な文明をあらわすものだ、私達の文

明とは違うけれども、まさしく「文明」がここにあ

ると感じられたのではないかと思います。まさしく

都市文明を代表するイスラームに対して、おそらく

私達は、これまで極端に間違った読み取り方をし、

歪んだイメージを作ってしまった。私は、私たち自

身を変えて行きつつイスラーム文明と対話しなけれ

ばいけないのではないか、と思っております。 
 プログラムにも書いておきましたが、日本からイ

スラームを見る時には、絶えず私達とは違う、私達

から遠い、私達とは関係がない、というように距離

が強調されるのです。疎遠だという見方をする癖が

ついてしまっている。ところがイスラーム世界の

人々は、日本を非常に身近な存在、親しい存在と感

じている。日本に対する親近感がすこぶる強いので

す。文字通りの「片思い」です。 
「イスラーム世界」という言葉を使いましたけれ

ども、現在ではイスラーム世界とはグローバル世界

そのもので、地球上どこもイスラーム世界になって

しまったという、そんな感じも致します。ヨーロッ

パにもアメリカにもイスラーム教徒はたくさんいま

す。９．１１のテロ事件に直面して、アメリカはテ

ロリストに対する戦争というものを始めたわけです

けれども、アメリカとテロリズムとの戦いをどこか

で取り違える人がいて、アメリカがイスラーム世界

を相手に戦いを挑んでいるような、そんなイメージ

を抱いたりする人がいる。そういう人には、アメリ

カはイスラーム世界の外側にあって、イスラームと

対峙し対決するという感じかも知れませんが、アメ

リカ社会は７００万人ものイスラーム教徒を抱え込

んでいます。湾岸戦争の後、サウジアラビアやクウ

ェートからのアメリカ帰還兵のかなりの数の人が、

イスラーム教徒となって帰国したといわれます。ア
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メリカの黒人の間では、イスラーム教徒はどんどん

増えていますが、白人の間でもイスラームに改宗す

る人たちが出てきている。ですから、アメリカもイ

スラーム世界の一部分なのです。もっとも９月１１

日以降は、そういう人々も身に危険を感じるという、

そういう社会にアメリカはなってきている。アメリ

カ民主主義の危機と言わなければなりません。 
 
 さて、イスラーム世界の人々が日本人に親近感を

感じているということに、話を戻しましょう。日本

国家が行った侵略戦争や植民地支配のために、近隣

のアジア諸国の人々は、日本人の過去の暴虐や圧制

の苦い記憶をなかなか拭うことができません。日本

が近隣アジア諸国と理解を分かち合えないでいるの

とつり合う形で、日本人はイスラーム世界の人々が

日本に対して抱き続けてきた好意に気付かないとい

う、二重の深刻なすれ違いがあるのです。 
 たとえば、20世紀の初め、日露戦争で日本がロシ
アに勝利したことは、イスラーム世界の人々に強烈

な印象を与えたようで、日本を自分たちの手本にし

たいという考え方が様々な形で表現されました。日

本と日本人を讃える詩。あるいはヨーロッパの制覇

をうち破る東洋のリーダーとしての日本に希望を託

す評論。日本への関心は、隷属と悲惨から抜け出す

夢を非ヨーロッパ世界に与えた日本人に対する賛嘆

と興味だったのです。 
 明治から今日に至るまで、イスラーム世界から日

本にやってきた人々は、様々なメモワールを、日本

印象記、日本旅行記として残しました。１９３０年

代末にこの東京ジャーミィが生まれたときイマーム

（リーダー）になられ、１９４４年敗戦直前の日本

で亡くなったタタール人アブドュルレシト・イブラ

ヒムも、その一人です。彼が日露戦争の４年後に日

本を訪れて書いた旅行記は、『ジャポンヤ』（第三書

館）という邦訳があります。日本にやってきたイス

ラーム教徒の印象記が一様に強調するのは、日本人

はイスラーム教徒でないのに、日本人の心や生き方

はイスラームに通じるという点です。そのようにし

て、日本文化や日本人の精神生活はイスラームに近

接した存在として観察されてきたのでした。 

 この問題については後で、もう一度考え直してみ

たいところですが、とにかく、それとは対照的に、

日本からイスラームを見る場合は、相手を異質のも

のとして遠ざけよう遠ざけようという気持ちが働く

のです。イスラーム世界が日本を見るときには、同

質化しようとする。自分とのつながりを求め、共通

性を見出す。そういう特徴的な傾向が認められます。

どうしてそういう違いが生まれてきたのかというこ

とを、私なりに検討してみたい。これにしばらくお

付き合い願いたいと存じます。 
 
図１ 

 
 

 図１は 30 年以上前に私が作った「文明戦略マッ
プ」というものです。日本から考えて、世界の諸文

明のあり方、日本の文明の位置、そういうことを考

える上で一つの手がかりにしてみたい。その場合に、

私はたまたま中東とかイスラームに関心を持ってお

りましたので、日本と中東との関係、日本とイスラ

ームとの関係ということも考える図になっておりま

す。まず、ユーラシアサークル（サークルは「世界」

と言い換えてもいいですが、歴史的・伝統的にコミ

ュニケーションが密な場を一塊りに括って考えるも

のです）。次にインド洋サークル。三つ目が地中海ア

フリカサークル。この三つは歴史的世界と考えても

いいのですが、それらが全部重なり合っている、三

つ巴になっている部分が中東だと私は考えます。こ

の図を作ってから三十数年、この考えは全く変わっ

ておりません。言ってみれば、中東には、ユーラシ

アも、インド洋も、地中海・アフリカも、全部揃っ
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ている。つまり、中東は三重に重なり合った歴史的

世界の権化です。二重に重なり合ったところはクロ

ーバーの葉っぱのようになっており（「三つ葉のクロ

ーバー」と私は呼んでいますが）、これがいわば中東

の拡張部分と考えられます。これを加えますと、真

ん中の部分を軸に三方に拡がる形状のクローバーが、

イスラーム世界の歴史的な核となった地域を表しま

す。三つ巴の歴史的世界の後ろ側に、太平洋や大西

洋という間隔を置いて、いわば「ウラ世界」として

のアメリカ大陸があります。 
 
図２ 

 
 
 図２のように、このアメリカ大陸では、かつてモ

ンゴロイドの人たちの一部が（私達もモンゴロイド

だと思います）、今のベーリング海峡・アラスカの辺

りを渡って行き、アメリカ大陸の先住民になりまし

た。インディオとかインディアンとか呼ばれる人た

ちです。のちにはイベリア半島からたくさんの人た

ちがアメリカ大陸に渡りました。ヨーロッパからも

行った。そしてアフリカから非常にたくさんの人た

ちが、奴隷にされてですけれども、移って行った。

そして最近は、太平洋考古学の成果として、太平洋

を超えたオセアニアの人間活動の痕跡が発見され、

見直されるようになっています。 
こういう風にして考えていくと、裏側の世界のア

メリカ大陸というのは、手前に見える三つ巴の世界

を全部持っている世界であるとも言えるわけです。

すでに先ほど考えていただいたように、中東という

場所は、否応なく手前の三つ巴の世界の中心にある。

人と物と情報がここで交錯し集散する。いってみれ

ば、中東は最初から生得的・運命的に世界の中心性

を担わざるを得ない、そういう場所として位置づけ

られていたのです。ところが他方、アメリカ大陸と

いうのは、前景としてあった歴史的世界のすべてを

遅れて抱え込むにいたる過程を経て、もう一つの中

心性を獲得的に、つまり後天的に持つようになった。

したがって、この文明戦略マップの上では、中東と

アメリカ大陸とは、いろいろな意味で興味深い比較

対照ができるのです。 
アメリカ大陸といえば、アメリカ合衆国だけでな

く、中南米やメキシコ・カナダも含みます。アメリ

カ合衆国でさえ、決して英語の世界とは片づけられ

ず、スペイン語の世界でもあれば、中国語の世界で

もあり、ベトナム語やアラビア語やペルシャ語の世

界でもあるのです。そういうアメリカ大陸は、もと

もと中心性を担った中東という地域と、いろいろな

意味で比較可能です。中東の人はアメリカに行って

水を得た魚のように活躍できるし、アメリカ大陸の

人々は中東との関係に入っていきやすいと見られる。

そういう意味で、両者は類似した文明的背景を持っ

ていると考えることができます。 
ところで、図１のように、日本と西欧とは対称的

な位置にあることに注意してください。日本は、ユ

ーラシアサークルとインド洋サークルの外側の交点。

そして西欧はユーラシアサークルと地中海アフリカ

サークルの外側の交点。日本人の頭の中では、西欧

は、実際より過大に膨らんだイメージで考えられて

います。他方、日本列島は日本人の思い込みを越え

た広がりを持っており、それは日本の文明にとって

重要な意味があります。日本と西欧とは、非常にシ

ンメトリカルな二つの位置を占めていて、意味ある

比較対照が可能な、かつ大体同程度の規模をもつ二

要素と考えることができるのです。 
 さて、日本と西欧とは対称的だと言いましたが、

いろんな意味で似通っております。というのは、世

界全体の、すなわち人類社会の発展コースの中で、

西欧と日本とが、特異的に、例外的な社会発展や文

化の質というものを呈することになった。日本人は
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しばしば「日本はアジアの一国だ」などと気楽なこ

とを言いますが、今日の私の話からしますと、そん

なに安直にはアジアだといえない。このことはまた

後で申しますが、たとえば、長子相続制ですね、長

男が家を継ぐ、そういう仕組みができてしまった社

会は西欧と日本のそれです。それ以外のところはそ

んな風になっていません。概して言えば、子供たち

みんなで財産を分け合うという、そういう社会です。

それから封建制。西欧の封建制と日本の封建制とを

そのまま同列には議論できませんが、しかし「封建

制」も世界のいたるところにあるわけではない。そ

して何よりも、農村から資本主義が生まれてくる。

これもこの二つの地域の特徴です。そして更にはそ

の資本主義が変わった資本主義なのです。といって

も、一般に社会科学は、こういう変わった現れ方を

した資本主義こそが、典型たるべきお手本の資本主

義だと決めてかかるところに成り立っているのでは

ありますが。変わった独特の資本主義と申しました

が、これを短く言ってしまいますと、極度の軍事化

と結合した大量生産型・プランテーション型の資本

主義ということができるでしょう。原料産出地と市

場とを一挙に抑えこみ統制しようとするようなミリ

タリゼーションが随伴している。軍事力に物を言わ

せるといった感じで、武力と結びついた資本主義と

いってもいいのではないかと思います。このような

軍事化された資本主義が西欧と日本とで生まれた。

さて、この問題をちょっと考えてみたいわけです。 
 
 西欧と日本が、不思議な共通性でつながっている

という場合、両者とイスラーム世界との関係を考え

る上で、私は図３を作ってみました。最初に申しま

したように、イスラーム文明の特質は何かといえば、

都市人間を作り出す、人間の内面を都市化するとい

うことです。どこでどんな暮らしをしていようが、

つまり山奥に暮らしていても、砂漠で遊牧生活をし

ていても、海上をダウ船で動き回っていても、「心は

都会」なのです。「都市」を生きている。さっきから

お話しているように、都市を生きるというのは、異

質な文明同士が出会い、対話の場をたゆまず拡げて

いく、そして多様な社会・地域の間のネットワーク

を作り出していくということです。そしてそこに近

代性が生み出される。 
 

 
 
皆様、先ほどから私の話を聞いていて、多分、事

ごとに抵抗を感じるとか、納得するにはどうも何か

おかしいと感じていませんか。常識に八つ当たりの

挑戦をしていると思ってもいるでしょう。私は、西

暦７世紀にイスラーム文明が成立した時から、人類

の歴史は「近代」を迎えたと考えています。 
 よく、ウエスタン・インパクトとかいって、19世
紀あたりにヨーロッパの影響がアジアに及び、そこ

でアジアの近代化が始まったのだと語る歴史観があ

ります。全て近代的なモノ・コトは西欧から始まっ

たという。そういう考えを私達は、生れ落ちたとき

からずうっと刷り込まれ、徹底的にそういう教育を

受けてきた。私は今日、皆様に、そういう自分の頭

の中に染み付いた約束事のヨーロッパ中心主義をち

ょっとずらしてみたら、どんな風に世界が変わって

見えるかということを、ぜひ実験してみていただき

たいと思っているのです。 
 
さて、図３を見ると、イスラームのアーバニズム

+モダニティの「鯨」がいます。描いてみたら鯨み
たい形になったので、そう言い始めたのですが、こ

の鯨がちょっと口をあけたら、そこにヨーロッパが

見えるという感じがピッタリだと思うのです。ヨー

ロッパ人はしばしば世界を二つに分けて考える。ヨ

ーロッパとアジア、西洋と東洋という二項対立の二

分法です。「二つの世界論」と私は言っていますが、
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二つの世界は、価値の上でも、ものすごく違うもの

だと見られてきた。ヨーロッパ人は、イスラームと

いう鏡に絶えず自分を映してみて、イスラームはい

かに駄目か、いかに酷いものかと考えながら、逆に、

鏡に映る自分の姿はなんと美しいことか、と惚れ惚

れとする…。そんな自己愛を梃子にして、主観的に

イスラームを敵視し軽蔑しながら、自分を成長させ

た。実は心の中では、イスラームに追いつけ追い越

せと、必死になってイスラームの都市文明からいろ

いろと学習したのですけれども。取れるものは何で

もとってきたという感じなのです。とにかく、世界

には大きな境目があるとして、自分たちと他者、自

分たちヨーロッパとイスラームに代表される東洋と

に二分して考える癖がヨーロッパにあるのです。最

近になって「オリエンタリズム」という言葉で、ヨ

ーロッパ人の歪んだイスラーム観、東洋観に対する

反省が、やっと、欧米の人々の間でも開始されるよ

うになりました。しかし、歴史的・伝統的な「二つ

の世界」論の万里の長城は今なお強固で、こちら側

は発展的・合理的・民主主義的な世界、あちら側は

停滞的・非合理的・専制的な世界と二分して、「他者」

を貶めるアジア蔑視の見方がこびりついている。こ

ちらには光り輝く近代の世界がある、新しい文明は

ここで生まれて来たのだ、という欧米中心の見方で

す。しかし考えてみれば、ヨーロッパとイスラーム

世界は地続きです。どの角度から眺めても、ヨーロ

ッパは学ぶことばかりだった。それで、イスラーム

の都市性と近代性がヨーロッパ的に展開したものこ

そヨーロッパの近代だと、私は考えています。 
ところでこのイスラームの都市性と近代性の働き

が東のほうにもネットワークを広げていった。身近

なところで考えますと、中国社会の近代化が 10 世
紀ころから非常に顕著にあらわれてくる。そしてイ

ンドや東南アジアの近代化も同じく 10 世紀ころか
ら始まる。そしてこのようなアジア諸社会の近代化

がインパクトとなって日本にも及んできて、それと

交感するようにして、日本の近代化が 16 世紀から
はっきりと開始されるということではないか、と私

は考えています。 
 

 字が細かいですが、図４は、イスラームから切り

離してヨーロッパの発展を考えることはできないと

いうことを示そうとしたものです。ヨーロッパがイ

スラームから受け取ったものは何かというと、個人

主義・合理主義・普遍主義です。これらはヨーロッ

パ産であって、イスラームに個人主義なんてあるの

か、イスラームは合理主義と正反対なのでは、など

と、皆様、心の中で抵抗しておられるのではないで

しょうか。これまでの研究者人生を通じて、私は、

ずっとこういう議論がいかに成り立つか、いかに証

明できるかということを考えてきたので、皆様の心

の中にとげとげした抵抗感があるのと違って、私の

ほうは大変楽しい気分でお話しているわけです。是

非これを聞いておいて頂きたい。 
 

 
 
 「市場経済」という話は、ソ連が崩壊した後、急

にはやり出しましたけれども、本来マーケット・エ

コノミーの考え方は、むしろイスラームに密着した

考え方です。「法の支配」もあらためて注目される言

葉ですね。「市民社会（シビル・ソサイエティー）」

という言葉は、最近、ＮＧＯなどとの関連で用いら

れますが、これも、元来、どこから来たんだといえ

ばイスラームです。「国民国家（ネーション・ステー

ト）」という概念は、最近評判はあまりよくないけれ

ども、ここでも７世紀に成立したウンマ・イスラー

ミーヤこそ国民国家の原型だったのです。ところが、

17 世紀あたりになって出現したヨーロッパ中心の
国民国家体系やら国際社会やらが本家を詐称して、

世界に広がった。その局面だけをとって、これこそ
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世界システムだという議論をしているのが、現在の

社会科学の悲しい現実です。本当の土台を見ていな

い。イスラーム世界を切り捨てて、ヨーロッパから

近代が始まったという見方に固執するから、土台を

見落としてしまった。 
「共和主義」あるいは「共和制」についても、同

様です。イスラームには、もともと王様というもの

がいなかった。むしろリーダーを選挙で選ぶという

のがイスラームのやり方だったのです。確かに、王

権や王朝は現れましたが、それらも統治の正統性は

人民の合意に基づくという建て前に縛られ続けたの

です。科学、哲学、社会契約の観念、知識や情報の

価値、知識人の役割、大学、などなど。ここに挙げ

た項目を一つ一つ、イスラームに結びつけて、皆様

に丁寧に説明するとなると、関口グローバル研究会

を 1年か 2年、私が独占することになりかねません。 
たとえば「科学（サイエンス）」。現在、ＩＴ関連

でよく用いられる「アルゴリズム」という言葉があ

りますが、これはそもそも何かということから始ま

るような問題です。たとえば「大学」。学問分類や大

学という組織でも、ヨーロッパの大学は、イスラー

ムのマドラサ（高等教育の学院）をまねることによ

って成立してきたのです。ゲーテのファウスト博士

の独白に出てくるような法学・医学・哲学・神学と

いった学問の分類は、イスラーム教徒の学問のシス

テムを、ヨーロッパ人が必死になって輸入したもの

なのです。さらに、都市的な暮らし方とか食物、衣

装、アクセサリー、エチケット、そして音楽など、

いろいろ挙げました。お世話になったのは実はよく

分かっているが、十分に分かっているから何も云わ

ないという式で、逆に何もかも全部ヨーロッパ発で

始まったという話にすり替えてしまった。ヨーロッ

パの楽器の由来や音楽理論をとってみるだけでも、

考えてみれば、ヨーロッパをイスラーム世界から切

り離すわけにいかないのです。 
 
図５－１,２,３では、アジアの近代化について考
えを深めてみましょう。中国の歴史の中で、都市空

間の構造や都市生活のあり方に関しては、唐末あた

りから変化が起こり、宋・元という時代に大きく変

貌しました。中国における商業都市や庶民文化のめ

ざましい展開は、イスラーム文明との接触を無視し

ては説明できません。市場の構造でも、取引や決済

のやり方でも、中国はイスラーム世界のネットワー

クに連結したのです。イブン・バットゥータのモロ

ッコから中国までの旅は、そんな遠隔地の間でも為

替の決済に支障がない。これは、各地のイスラーム

法学者のつてを頼って安全に移動できるという広大

なネットワーク空間の存在を抜きには考えられない

ことです。華南の開発では、中国にやってきたアラ

ブやイラン人の商人たちをはじめ、イスラーム教徒

の役割が絶大だったと見られます。世界的貿易港、

泉州はザイトゥーンというアラビア語名（オリーヴ

の意）まで持っていました。 
 

 
 
 
宋学とか朱子学と呼ばれ、陽明学につながる新儒

教の体系化の潮流では、「天は理なり」的立場がどの

ようにして生まれてきたのかが問題です。これまで、

それはイスラームへの観点を排除する中国思想史の

文脈でばかり語られてきました。しかし、イスラー

ム思想とのつながりに目を向ける必要があり、思想

の面でもイスラーム的ネットワーキングが中国に拡

がったことを見落とすべきではありません。広い意

味での中国のイスラーム化現象の一局面なのではな

いでしょうか。宗教としてイスラームを受容しなく

ても、イスラームのネットワークへの参与こそイス

ラーム化なのです。中国社会にイスラーム教徒の集

団が生まれただけでなく、儒教に生じた変化もイス
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ラーム化と関係があると言えるのではないでしょう

か。 
日本でも多くの研究者の関心を集めている 16 世紀
明代の反逆の思想家、李卓吾（李贄）は、中国のイ

スラーム教徒の家族から出た学者として知られてい

ます。ところが彼は、儒教や仏教の思想の次元だけ

で、中国人思想家として研究されている。イスラー

ムは中国本来のものではないから、イスラームにつ

いては無視することにする、ということでしょうか。

こういう視野狭窄は、ヨーロッパ研究がイスラーム

文明との関係を意図的に見ないことにしてきたのと

同様に、重大な欠陥だと言わなければなりません。 
 

 
 
 インド研究の場合も、同様の問題があります。例

えば、インドや中央アジアの仏教徒が消滅してしま

った理由や背景とは何か。20世紀インドでは仏教は
あらためて復活しましたが。歴史的には、インド・

中央アジアの仏教徒は、スーフィズムすなわちイス

ラームの神秘主義に吸い寄せられて、イスラームに

改宗していったことは見落とせません。もちろんイ

ンドでは、ヒンドゥーイズムに融合していったとい

う側面もあるとしても。ヒンドゥー教がイスラーム

と接触したところで起きたヒンドゥー教改革の動き

としてのスィク教の成立を含め、またペルシャ語と

その文化の影響やムガル帝国下のイスラーム法秩序

への組み込みなどを含めて、インドのイスラーム化

の過程を、インド文明の形成・発展の中で積極的に

意味づけ直すことが大事なのです。インドといえば、

無条件にヒンドゥー教の世界だと規定してしまう自

称インド研究者が、ここでまた、イスラームをイン

ドにとっての外的要素として切り離し、切り捨てて

しまう手続きを踏む傾向があったことを、批判しな

ければならないのです。私達が一般に「インド的」

と識別する文明要素に、実は「イスラーム的」なも

のがあまりに多いのは、驚くばかりです。 
 

 
 
さて、つぎに日本ですが、さっきお話したように、

中国や朝鮮や琉球や東南アジアの社会がそれぞれイ

スラーム型ネットワーキングに参加することによっ

て生まれた、人間の都市化、思想の近代化の影響を

受けたのでした。西洋と遭遇しなければ人間は近代

的精神に触れたことにならない、などということは

ありません。織田信長という存在に着目してもいい

のですが、16世紀日本の変化は、アジアのイスラー
ム的近代化と切断して考えることはできない。そし

てさらに 16 世紀には、アンダルシアからキリスト
教が伝わってきた。日本は西洋とここで初めて出会

ったと理解されたりしています。ところが、そのア

ンダルシアは、つい半世紀前まではアラブ・イスラ

ーム世界の一部分だったのです。ですから、日本に

伝わってきた南蛮・キリシタン文化が、そのまま西

欧の文化だなどと思ったら大間違いです。戦闘的正

統派信仰を掲げるカトリシズムのキリスト教が入っ

て来たのだとしても、当時の日本社会が受け取った

のは、イベリア半島におけるイスラーム文明の文物

と思想の根っこでもあったのです。ペルシャ湾・イ

ンド・東アフリカ・東南アジアのイスラーム化のあ

またの果実が、それに加わりました。 
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以上をまとめますと、ヨーロッパは地続きのイス

ラーム都市文明の圧倒的影響にいやおうなく直面し

た。だから、逆に凄い抵抗も生まれた。そこから

ambivalence（両面価値、矛盾した感情）という言
葉があてはまる「好きだから嫌い」、「偉いと思うか

ら馬鹿にする」、「恐怖のために攻撃的になる」とい

った心の葛藤、コンプレックスが、ヨーロッパ人の

側に生じた。イスラームを敵視し、それに身構える

心理は、ここから起こってきたのです。 
 ところが日本の場合は、イスラーム化が促進した

アジアのネットワークと感応することによって、近

代が始まった。16世紀以降このプロセスはきわだっ
た形で展開するのですが、徳川幕府が国際関係を厳

しく管理したことも作用して、イスラーム文明との

かかわり方の認識は、ヨーロッパのそれと非常に違

うものになりました。ここから、むしろ関係の間接

性、疎遠さ、したがって無知の必然性を強調する心

理的土台ができたのです。日本とイスラーム世界と

のつながりを認めない、あるいは軽視する、という

精神風土が、現在の私達をも縛っています。 
 

 
 
バーナード・ルイスというイギリス人でアメリカ

のプリンストン大学にいるイスラーム学者が、『フ

ォーリン・アフェアズ』誌の 1997年 1― 2月号に｢西
欧と中東｣という論文を発表しました。図６は彼の議

論を図示すればこうなると私のほうで作成したもの

です。彼の議論では、古代は、ギリシャ・ローマと

いわゆる古代オリエント文明をまとめたもの。そこ

から中世の過渡期が出てきて、西欧キリスト教世界、

（東欧の）ギリシャ正教世界、そしてイスラーム世

界が並列した。ところが、私達自身が生きているモ

ダーンの世界は、中世の西欧キリスト教世界にだけ

つながったものとして出現した。のちにソ連を生み

出す正教世界や、ましてや今日の世界の混乱の元凶

であるイスラーム世界は、もう歴史的使命を終えた

のだ。過去においては立派だったかもしれないそれ

らも、私達自身のモダニティとその未来にはつなが

るものではないのだから、という議論です。実際、

これまで日本の学校で教えてきたのは、まさしく、

バーナード・ルイスがまとめてみせてくれたこの議

論なのです。学校の先生は、「いや、そんなはずはな

い」と言われるかもしれませんが、実は、この考え

方が私達の頭の中に刷り込まれていることを、私達

は十分に自覚していないのであり、そのことが、ヨ

ーロッパ中心主義やオリエンタリズムの落とし穴に

はまり込んで世界を見誤っている私達の抱える問題

の根源なのです。そこで、これに対して、私は、諸

文明のかかわり方に焦点を合わせてイスラーム文明

の意義を見直し、私達の新しい世界像を描き直した

い、と思うのです。あらためて、図３と図６という

二つの非常に対抗的な考え方を見比べていただきた

いと思います。 
 
 それでは、日本からイスラーム世界をどういう風

に見直していくことができるだろうかということに

ついて、駆け足でお話します。たとえば、イラン北

部の、カスピ海に近い考古学的遺跡から掘り出され

たカットグラスとまったく同じスタイルのものが正

倉院御物の中にもあることをご存知の方もいらっし

ゃると思います。西暦６－８世紀は、日本国家の成

立の時期ですが、この時代に、イランからこんなガ

ラス器が日本に伝わってきていたのです。 
「日本はイスラームと全然関係ないまま来た」と

か、「欧米については分かるが、イスラームは盲点」

などというセリフが、日本社会ではよく聞かれる。

非常に悲しいことですけれども、日本では大知識人

なのに、「私はイスラームのことは良く知りません

ので」と言って、誠実かつ良心的に振る舞うふりを

して、無知を自慢するみたいな人もいます。本当は
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イスラームのことが分からなければ、西洋のことが

分かるはずがないのです。だから、もし「私はイス

ラームのことを知りませんので」と言うのであれば、

「私は、本当はヨーロッパのことも分かっていない

のです」と告白しているようなものなのです。とこ

ろが、そんなことをおっしゃる先生方に限って、「自

分は西洋文明について、第一人者だ」などと自信を

持っておられるのかもしれません。 
7 世紀・8 世紀に西アジアから日本に及んできた
影響は、その痕跡を正倉院の宝物に見出すことがで

きます。琵琶の螺鈿の装飾には、ナツメヤシがあっ

たり、駱駝がいたりする。7・8世紀に、こんな世界
の情景が日本にもたらされていたのでした。それど

ころか、飛鳥とか大和とか、日本国家のふるさとに

は、イラン人も住んでいたと見られます。人名等の

ペルシャ語の痕跡も研究されています。この頃は、

世界史は既にイスラームの時代に入っていたのです。

それなのに、「日本はイスラームと無縁であった」と

か、「私達はイスラームのことなど知らなくて当然

だ」とか、言い交わして、「イスラーム世界なんぞ遙

かな砂漠の蜃気楼みたいなもので、そんなエキゾチ

ックな世界はこれからゆっくり勉強しましょう。テ

ロ事件も起きたことだし。」などと独り言をいう人も

いる。これが、日本の歴史認識の現実です。 
 13世紀の初め、慶政上人という方が仏教の勉強を
しに中国に留学しました。福建の泉州、アラビア語

でザイトゥーンと呼ばれていたあの港町を訪れた慶

政上人は、そこでイラン人の商人たちと出会います。

お釈迦様の国から来た人たちだと思って、記念に一

筆書いてくださいと頼む。イラン人たちはさらさら

と書いてくれた。縦 33cm、横 50cm の紙に向きを
替えて寄せ書きのように書かれていますが、さらに

慶政上人もこれを記念に頂いた経緯を脇に書き込ん

でいる。これをもって日本に帰ってきて、お釈迦様

ゆかりの地から来た人々が書いてくれた大事な「南

蛮文字」の文書ということで、京都のお寺にずっと

大事に保存されてきたのです。20世紀初めになって、
京都大学の先生でのちに総長にもなる羽田亨が調査

して、これは経文ではなくペルシャ語の古典詩だと

いうことが判明しました。その後、東京外国語大学

のペルシャ文学の先生たちの研究によって、詩の出

典など詳細が明らかにされました。 
京都の祇園祭の山鉾は、ペルシャ絨緞で飾られて

いる。太閤秀吉の陣羽織の生地はイラン産の鳥獣文、

絹の綴れ織です。このように、間接的ではあります

が、日本とイスラーム文化は、ずっと深いつながり

があったのです。17世紀には、徳川幕府は長崎にモ
ウル通詞（ペルシャ語通訳官）を配置しました。日

本の「鎖国」を見直す一つの材料です。 

 

 お見せしているのは 1910－1911 年に刊行された
『イスラミック・フラターニティー』（イスラームの

友愛・同胞愛）という英語の月刊紙のある号の１頁

です。上の部分に「東京、1911年 5月 15日」と印
刷されてあります。東京市赤坂区台町 40 番地のム
ハンマド・バラカトッラーが発行者でした。彼は東

京外国語学校の教授でしたが、インドの独立運動家

としても有名な人物です。『イスラミック・フラター

ニティー』の目的が題字の下に書かれています。「イ

スラーム信者たちの間で、また他の姉妹諸宗教の信

者たちとの間で、友愛・同胞愛の感情を増進する目

的のために捧げられる機関誌」と。つまり、イスラ

ーム教徒の同胞感情・団結心・連帯意識を強めるた

めだけの機関誌ではなくて、イスラームと他の諸宗

教の人たちみんなとの間の友愛・同胞愛の感情を強

めようとするための機関誌だと主張しているのです。

これが「都市」型「人類社会」の形成を志向するイ

スラーム教徒の考え方なのです。 
 私達は、つねづね、イスラーム教徒はイスラーム

一本槍、コーラン一本槍で、他の宗教は撃滅してし
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まえとでも言っているかのように、学校で習い、マ

スコミによって誘導されてきました。けれども、イ

スラーム教徒はユダヤ教の聖書も神の啓示の書とし

て尊重しますし、キリスト教徒の旧・新約聖書もア

ッラーが人類に与えた啓示の書だと言って大事にし

ます。10世紀ごろ北インドで仏教徒と出会ったイス
ラーム教徒は、「こういう宗教もあったのだ。この人

たちは預言者ブーザー（仏陀）を通じて神の啓示を

受け取った人たちなのだ」と言ったでしょう。どん

な宗教に出会っても横並びに、全部一つながりに、

アッラーが制定した宗教につながる人々なのだとい

う感情を持つ。私はイスラーム教徒ではありません

が、このことこそ、私達、日本人一般が、イスラー

ムの立場について認識しなければいけない一番大事

なポイントではないかと思います。 
 日本では、イスラームの神様はアッラーで、ユダ

ヤ教やキリスト教の神様はヤハウェーで、それぞれ

神様が違うと思っている人が多くいます。ところが、

英語でゴッドが「神」を意味するように、アラビア

語でアッラーとは「神」ですから、アラビア語で暮

らす人々、つまりアラブの人々にとっては、宗教が

ユダヤ教であれ、キリスト教であれ、イスラームで

あれ、神様はアッラーなのです。アッラーは別にイ

スラーム教徒の神様ではない。ユダヤ教徒もキリス

ト教徒もイスラーム教徒も全部同じ神様を拝してい

るのです。このもっとも初歩的・基本的な事柄が、

日本人には分かっていないのです。 
 
 最後に、日本とイスラーム文明とは、大変不思議

な格好で、並行現象として存在してきたということ

をお話したいと思います。 
 聖徳太子と預言者ムハンマドは同時代人です。聖

徳太子が亡くなったことになっている年は、イスラ

ームの暦で非常に重要な意味を持つ紀元元年に当る。

ですからはなはだ微妙な形で、聖徳太子は預言者ム

ハンマドよりほんのわずか先の人ということです。

でも、二人は重なり合った時代を生きた。イスラー

ムのウンマ（国民国家）が確立し日本の国が確立し

た 7世紀以降、世界史の中で、日本の歴史とイスラ
ームの歴史とは全くの併行現象です。ところで、日

本は「単一民族」の国などと間違った観念が一人歩

きしたりしていますが、実際は日本の社会・文化が、

非常に多様な人々と多様な文化の協同によって築き

上げられてきたものだということを、私達は振り返

ってみる必要があるのです。そういう意味では、イ

スラームが異質なものをどんどんとつなぎ合わせて

いくネットワークキングと都市化の機能を発揮して

きたことを考え合わせると、イスラーム文明に備わ

った文明間対話の力と、日本の文明の真実の姿とは、

どこかでうまく通じ合う潜在的可能性をもっている

のではないか、ということに思い至るのです。日本

人が、ヨーロッパ中心主義の呪縛から身を振りほど

くのと同時に、内向きで異質なものを排除する「単

一の均質的日本人」という日本イデオロギーの観念

を脱却して、日本社会を開いていくことこそが、人

類の「都市」形成をめざすイスラームのグローバリ

ズムと実りある対話を本格的に開始できる突破口と

なるのではないでしょうか。 
 2025年の世界人口の推計では、イスラーム教徒は
世界人口の 1/3 を占めることになると云われていま
す。2000年は 1/5ですけれども、これから一挙にイ
スラーム教徒の比重が高まると予想されているので

す。人類の３人に１人がイスラーム教徒という世界、

それが目の前にある。私達の生き方とものの考え方

の転換が迫られています。今日私の話の表題にさせ

ていただいた「日本とイスラームの文明間対話」の

意味合いが、いよいよ重大なものになると思います。 
 
 2002 年 3 月に、日本政府とバハレーン政府が協
力して「日本とイスラーム世界との文明間対話」を

テーマとするシンポジウムをバハレーンで開催する

という計画があります。９．１１事件以降の世界で、

このような企ての大事さが痛感されているのです。

しかし、それは誰かに任せておけばいいということ

ではなく、私達の身の回りで、私達自身が、文明の

対話を開始し、拡げていく、そういう具体的努力が

必要なのだと思います。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 
【会場男性】 
 セリムさんに、質問が二つあります。一つめはイ

スラーム教について、もっともオーソドックスな勉

強をするためには、何をしたら良いかということを

お聞きしたい。二つめは私も含めた日本人の宗教観

について感想をお聞きしたい。日本人は、宗教に対

して節操がないというと変ですけれども、クリスマ

スを祝って、元旦には神道の神社に参って、葬式に

は仏教の儀式を行ったりする。それでいて「何を信

じていますか」と問うと「無宗教です」という。イ

スラームの方々をはじめ、宗教に敬虔な方々は、無

宗教という人に対してかなり奇異なイメージをもた

れるということで、あちらのほうに行くときには一

応ブッディストと書いておきなさいと言われたこと

もあります。実際そのようなことについて、どのよ

うにお感じになるでしょうか。 
 

 

 
【セリム】 
 まずイスラームの方ですけれども、極端なことを

申し上げますと、基本的にはイスラームの教義にお

いて宗派というものはないことになっていると考え

ております。イスラームにはシーア派とスンニ派と

いうものが存在するとよく言われています。そのシ

ーア派とスンニ派というのは、教義に対する意見の

相違から生じた宗派ではなくて、歴史の解釈に関す

る意見の違いによって生じた宗派ではないかと思い

ます。預言者が亡くなりまして、その後の統治者に

どのような人間がふさわしいかという問題が生じま

した。シーア派は、預言者の跡継ぎたるものは、預

言者の政治的な権限だけではなく、宗教的な権威も

引き継ぐものであるのだと考え、できるだけ預言者

の直系、家族の関係者がふさわしいのではないかと

いう意見が多く出ました。それに対してスンニ派、

後からスンニ派と呼ばれているグループは、預言者

の宗教的な権威というのは彼のみに属しているもの

であって、神の使徒のみに伝達者としての資格が与

えられた。預言者の後に統治者の地位につくものは、

預言者の宗教的な権威まで継ぐものではないと。正

義を以って政治・行政を扱うならばそれが立派な統

治者ではないかと。つまり、預言者の直系でなくて

もかまわないという意見を持った人々が、後からス

ンニ派と呼ばれました。この礼拝所においてはシー

ア派もスンニ派も肩を並べて礼拝をします。お祈り

のしかたも大きく違っているわけではありませんし、

現世来世の考え方、宗教的な義務等は全て同じであ

ると申し上げたいと思います。他にもいくつかグル

ープがあろうかと思いますが、日本の政界から例を

ひきますと、イスラームに言われる宗派というもの

は、政界にある政党ではなく、自民党というもので

はなく、自民党の中に色んな派閥がありますよね、

その派閥の中に経世会というのがありますが、イス

ラームで言われている宗派というのは経世会をなし

ている議員さんたちのようなものと思っています。 
 
 二番目の、無宗教という人がどのように写るかと

いうことですが、要するに、どのディシプリンの中

にも入っていないアナキストのようなものです。宗

教というのは、人に身分を与えると同時に、その人

はその身分の中でどのように動くのかという、その

アイデアを相手に対して発信するわけです。あの人

は仏教徒といいますと、仏教徒というのはこういう

概念なので、ここからここまでの範囲で動く人なん
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だと。こういう価値観を持っている人なんだと。安

心感を与えるわけです。あるいはキリスト教徒とい

えばこういう考え方の人だからと安心できます。無

宗教と言う人は、そういう意味で、どのディシプリ

ンの中にも属していない、どのように動くか分から

ない。個人的な利害関係の中で動いていますので、

一分一分、一秒一秒で変わる。個人がベースで、個

人の経験で動いていますので、何をどのようにする

か分からない。そういう風に写っているかもしれま

せん。そのために、イスラーム世界にいらっしゃる

時には「私には宗教はない」というよりは、その中

身はどうあってもかまいませんが、何々を信仰して

いるものですという紹介の仕方が、相手にその意味

は分からなくても、ある意味での安心感を与えるの

ではないかと思います。 
 
【板垣】 
 イスラームについてオーソドックスな勉強をどう

したら良いかというご質問ですが、私は研究者の立

場からお答えしたいと思います。今お話があったよ

うに、イスラーム教の宗派は、他の宗教の宗派とは

非常に違うものです。まず数から言っても、圧倒的

にスンニが多い。これもある、あれもある、という

ものではないのです。それから先ほどのお話のよう

に、政治的なリーダーが誰であるべきかというとこ

ろでの意見の対立からきたもので、教義上の違いで

はない。ですから、本当に小泉さんがいいのか、そ

れとも橋本さんがそれに反対する勢力に担ぎ上げら

れるのか、そういう感じの次元の話と考えれば良い

と思います。イスラーム共同体をまとめていく政治

的なリーダーシップについての考え方の違いから発

した、そのことが一番大事なポイントだということ

です。 
それから無宗教の話ですが、初詣に神社に参った

り、クリスマスを祝ったりというのも、宗教はある

わけですよ。そういう人が自分は無宗教だと思って

いる。これは、日本人は単一民族だという合言葉に

乗せられ、あやつられて、そう思い込んでしまって

いるのと同じで、日本人には宗教がない、宗教とは

無縁だという掛け声に踊らされているのではないで

しょうか。日頃は、宗教に無関心の積もりでも、な

にかの時にはちゃんと「大学受験に受かりますよう

に」とかいって、どこかでパンパン手を打って拝ん

だりしているわけですから。イスラーム世界の人々

は、日本人の心の中には、何教と呼ぶかは別として、

やはり生き方の原則なり拠り所があるに違いないと

思って、日本人のことを見ているわけです。それな

のに無宗教だと言えば、聞く側は当然混乱して、い

ったいこの人は何を考えて暮らしているのかと首を

ひねることになる。ですから私達自身が、自分自身

にとって心の拠り所や生き方の原則とはいったい何

なのか、それを世界中の誰にでも分かってもらえる

ように説明するにはどうしたらよいかということを、

普段、しっかり考えていないところに問題があるの

ではないかと考えております。 
 

 

 
【会場女性】 
 吉田と申します。大変意義深いお話で面白かった

ですが、質問が二つあります。私はイスラーム教徒

の友人がたくさんおりまして、なぜ仲がいいのか考

えてみますと、なにか日本人と近いものがあるなと

感じました。私が感心したのは、尊敬の気持ちをも

って客をもてなしてくれるように思うのですが、先

生はどのようにお考えでしょうか。また、私は来年

の 3月にバーレーンへ行く予定があるんですけれど
も、今度開催される会議はどのようなものでしょう

か。 
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【板垣】 
 有難うございました。 
 共通性をどう考えるかということですが、別にイ

スラーム教徒にだけものすごく親近感を感じるとい

うのではない。世界中のいろいろなところに親しい

友人がたくさんいますが、イスラーム教徒と限った

わけでもない。それからイスラーム教徒の中にも、

ほんとうに腹が立って喧嘩する、後で思い出しても

気分が悪い人だっていますので、あんまり一律にイ

スラーム教徒を一括して考えるのはどうかなという

気持ちも持っております。 
 
ただ、イスラームという宗教は、つつましさと思

いやりといいますか、ある状況の中で自分の置かれ

ている立場をわきまえて行動する関係性的な考え方

をするように、人間を教育する。日本人は、普段、

必ずしも神様を基準においているわけではないかも

しれないが、イスラーム教徒の側から日本人を観察

すると、概して、日本人は親切で思いやりがあり、

自分たちと同様神仏への畏れをもって行動している

のではないかと、感じている。先方がこちらに特別

の親近感をいだいている、それでいっそう心が通い

合うことになるのではないでしょうか。 
日本人が畳の上に正座する姿、お茶を頂いたり、

花を生けたりする。それは単に、姿勢がイスラーム

の礼拝のときの姿勢と共通するところがあるという

だけではなくて、日本人の心の土台に人生に対する

姿勢なり態度というものがあって、それが現れ出て

いるのだろうと、彼らはそんな風に感じているので

はないかと思います。 
逆に、ある意味では日本の浪花節みたいな情景に、

何度も出会ったことがあります。知り合いのカイロ

大学学生の A君が、カイロ北方ナイル・デルタの農
村に囲まれた地方都市にある自分の家にきてくれ、

そのついでに２０世紀のはじめエジプトの反英独立

運動の発火点となる有名な事件が起きた近くの村に

も案内したいと、しきりに誘ってくれたものでした。

そこで、彼の学年末試験が終わった翌朝、彼を車に

乗せて、その地方都市に向かいました。まず寄った

彼の家は何か森閑とした雰囲気で、エジプト人の家

としては何か変わった感じがしましたが、お父さん

はじめ会った家族は皆歓迎してくれてご馳走すると

言い張るのです。長い間待って、ご馳走がテーブル

一杯に並び、家族親族が一杯集まってきて、食事に

なった。でもエジプト人特有の浮き浮きした陽気さ

がない。不思議な気がしながら、A 君や親戚の人た
ちがさかんに座を取り持ってくれて食事は終わった。

そこで、いよいよ A君が問題の村に案内してくれる
というので、家族親族に礼を述べて辞去しようとし

ていたら、支度をしにいった A君が滂沱として涙を
流しながら戻ってきて「申し訳ないけれども、ご案

内できない」というのです。なんと、前日に A君の
お母様が容態が急変して亡くなったというではあり

ませんか。大学で試験中の息子には、自分の病気の

ことも知らせないようにと言っているうちに亡くな

ってしまった。帰宅した息子は客を連れてきた。悲

しみの中にありながら家族も親族も、何も知らぬ A
君には母親が外出でもしているような言いつくろい

をして、客人を盛大にもてなしてくれたのです。一

番下の妹がとうとう耐えきれずにA君にうち明けて
しまった。私は、A 君にも家族の皆さんにも、いう
べき言葉を失いました。これは謡曲「鉢の木」の世

界だと思いました。 
 それから、バハレーンの会議は、中東のアラブ諸

国とイラン、それぞれの国々から二人ずつ代表的な

知識人に来てもらって、知識人ネットワークをこれ

からいかに作っていくかという話をします。どこか

の局面でお手伝いいただけるなら、それはありがた

いのですけれども、会議の性質上、出席して発言し

ていただいたりできないのが残念です。 
 
【会場男性】 
 一橋大学の範と申します。先生のお話を聞きます

と、イスラーム文化・文明ならびにイスラーム教が

すばらしいということが良く分かりました。私たち

のイスラームに対する固定観念はかなりゆがんだ部

分があると思います。しかし、急速に経済が発展し

てきた近代経済史から見ますと、もしイスラーム教

がすばらしいとすれば、なぜイスラーム教は近代化

に遅れたかということを聞きたいです。本質的に経
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済の発展は宗教と関係があるのでしょうか。あると

すればどういうことでしょうか。 
 
【板垣】 
 ご質問ありがとうございました。実は、私が話を

しますと、必ずそういう質問が出るんです。それに

答えるためＯＨＰシートも用意してあるのですが、

時間もないのでこれはあきらめ、縮めた形でお答え

します。結論を言えば、宗教のために発展が遅れた

とは言えません。そうではなくて、さきほどお話し

たように、西欧と日本が世界史的には異常な例外的

な社会発展のパターンを持っていた。その他の圧倒

的に広い世界では見られないような展開で、いわゆ

る産業主義とミリタリズムとが結びついていたわけ

です。そういう武力的な産業主義が近々200 年ぐら
いの間に、独特の世界的ヘゲモニーを打ち立てたと

いうことだと思います。 
ですから、もともとヨーロッパが発展していたの

ではなく、18世紀くらいから力の逆転が起こってき
た。例えばイスタンブールでも、カイロでも、バク

ダードでも、ダマスクスでも、アレッポでも、イス

ファハーンでも、サマルカンドでも、フェズでも、

マラーケシュでも、バザールとかスークとかへ行く

と、奥の仕事場ではトンカチトンカチ作業している。

手前の、道路に面した場所が、店になっていて物を

売っている。買い手との商いの交渉を通じて、こう

いうもの、ああいうものと言う客の好みを調べなが

ら、奥で物を作っている。別に注文生産ではないが、

対面する人的関係の中で、生産活動がおこなわれて

いる。決して画一的な大量生産ではない。取引も、

価格を固定させず、バーゲニングのなかで、必要に

基づいて、人と人との関係の中で、物の値打ちが決

まっていく、それが商業だという考え方です。 
他方では、みんな画一的な大量生産で値段もひと

つ。このシステムが、武力で原料を押さえ、マーケ

ットを支配する。このような軍事化した産業主義は、

人的関係の中での個別性・差異性の情報のやり取り

としての経済活動とは、全く異質なものです。実は

ある種のがん細胞みたいな産業主義、これが社会科

学においてもっぱら資本主義経済として議論されて

きたものではないでしょうか。しかも現代資本主義

は、いまやバーチャルなマネー資本主義になってし

まった。ですから私達は「資本主義」概念の意味合

いをもっと厳密に、かつもっと広げて考え直してみ

る必要があるでしょう。 
イスラーム経済論の一番根本に、「かね」に「かね」

を生ませてはいけないという利子の禁止、不労所得

禁止の思想があります。そこでは、パートナーシッ

プと損益分担、情報化人間の自己責任が強調される

のです。いろいろ違う原理が働いている経済の多様

な局面を見直す必要があると思います。 
 

 
 
日本の軍事化された産業主義があらわれたのは、

19世紀なかばから後の 100年ですが、16世紀あた
りから日本は西欧とすでに繋がり合っていたのです。

イギリスのジェフリー・パーカーという軍事史の先

生が書いた『ミリタリー・レボリューション』とい

う本が 1970年代に出版されましたが、日本では 80
年代初めに翻訳がでました。その日本語訳の題は『長

篠合戦の世界史』（同文館発行）という表題になって

います。いかに効率よく人を殺すかを徹底的に追求

した軍事革命の成果に、まず銃があります。それを

ポルトガル人から手に入れると、日本ではまたたく

まに自前で生産するようになる。織田信長は戦闘に

小銃の速射戦法を採用した。イギリス人の著者はヨ

ーロッパ軍事革命の最初の実験の巨大な成功例が長

篠の合戦だったと論じているのです。 
 西洋はつねに先進的と見られています。念のため

に申しますが、ギリシャ・ローマ「古典文明」とい
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うのは 19 世紀のヨーロッパ人が自分達の元祖のよ
うに仕立て上げたものです。古代ギリシャ・ローマ

が西洋の起源みたいな話は、全くどうしようもない

歴史の偽造です。アメリカのマーティン・バーナル

という先生が、古代ギリシャ文明がアジア・アフリ

カ的起源だということを証明する『黒いアテナ』と

いう本を書いています。古代ギリシャ文明はオリエ

ント文明の一環をなしていた。古代ギリシャ・ロー

マの文明は、素直に考えてみても、アルプスの向こ

うでヨーロッパが成立するより前に、自然にイスラ

ーム世界に受け継がれたのです。古代ギリシャ・ロ

ーマ世界の本拠は今どうなっているかといえば、ト

ルコであったりシリアであったり。ギリシャやイタ

リア半島は、リビアと地中海をはさんで向かい合い

です。古代ギリシャ・ローマのイメージが、19世紀
以来、西欧の自己中心的で偏狭な見方のために、す

っかり歪んだアーリア・モデルにすり替えられてし

まったのでした。 
 

 
 
 確かに、今、東アジアで新しい経済・社会発展が

起こってきている。しかし、その根っこをよくよく

考えてみると、必ずしも儒教とか漢字文化圏という

ことではなく、イスラームが最初に機動力を発揮し

て、10世紀あたりから東アジアでも展開してきたネ
ットワークキングの伝統が巨大な資産として働いて

いるのではないでしょうか。ですから、そういう新

しいアジアの経済・社会発展というものを考えてい

く上でも、イスラームのアーバニズムの見直しが大

事だと思っております。 

【セリム】 
 一つだけお話ししたいことがあります。資本主義

の説明の中で、西洋的な経済は、人間の定義につい

て、人間というものは自己利益を追求して動くもの

である、自己利益のために動く動物である、という

文章があると思います。イスラームの場合、人間を

定義するときに、人間というものは精神から成り立

っており、精神は良心と欲から成り立っているもの

である。人間は良心をできるだけ増やしながら、欲

というものを軽減し、制限する、そのために教育を

するというように、人間の定義をしております。要

するに、イスラームの場合、人間は、自己利益のた

めに動く動物ではありません。相手の利益があるな

らば、自分の利益よりも相手の利益を優先する。相

手の利益を優先しているからこそ、神はその人に対

して恩寵というものを与えるのだと。 
 もう一つ、先生が今おっしゃられたように、産業

発展というものは、果たしてどこの国でも人間の発

展といえるかどうかという問題があるのではないか

と思います。要するに、環境汚染とか、オゾン層が

どんどん減っていく問題にしても、実は産業発展と

いわれていても、地球の命を短くしているのではな

いかという逆の評価も成り立つと思います。ある時

点まで発展しますと、今高く評価されております産

業発展の歴史過程というものは、その時点から、実

は世界の破滅の歴史であるかのように書かれかねな

いと心配する要素もあります。要するに、物の生産

や消費を重視して、人間はただただそのサークルの

道具に過ぎないという考え方は、果たして発展とい

えるのかという疑問を投げかけたいと思います。 
 
【司会】 
 いろいろとご質問があるかと思いますが、後は懇

親会でお願いしたいと思います。どうもありがとう

ございました。
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